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要旨

非脱分極性筋弛緩薬（pancuroniumbromide）の効果残存の程度をtrain

offburratio（以下ＴＯＦＲ）で評価し，４０例についてＴＯＦＲ８０％，５０％，

25％前後の３時点でＳＣＣ２５ｍｇをそれぞれ10例に投与し，呼吸消失・停止

時間やthumbtwitchresponseに及ぼす影響についてＳＣＣ２５ｍｇ単独投

与群10例と比較検討した．ＴＯＦＲが小さかった群で，呼吸消失は有意(Ｐ＜

0.05）に遅く，呼吸停止時間も有意(Ｐ＜0.05)に長く続いた．なお，ＴＯＦＲ

２５％の群で最長12分間の呼吸停止例があった．また，いずれの群でもＳＣＣ

単独投与群にくらべて有意（Ｐ＜0.05）に呼吸抑制が遷延し，thumbtwitch

responseが増加している時期に呼吸消失が生じた．
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非脱分極性筋弛緩薬の効果残存時に，脱分極性

筋弛緩薬を使用することは一般に批判的であ

る''2)．一方，手術中の筋弛緩を非脱分極性筋弛

緩薬で得ていた症例において，閉腹時などで短時

間の筋弛緩が必要となった際に，脱分極性筋弛緩

薬を使用しても特に支障はなかったとの報告もあ

る3)．この両筋弛緩薬の併用時には，非脱分極性

筋弛緩薬の効果残存程度や脱分極性筋弛緩薬の投

与量などが問題となる．また，末梢骨格筋群であ

るthumbtwitchresponseが増加するにもかかわ

らず，呼吸筋群は弛緩を承ることがあるとされて

いる4)．

今回，著者らは，非脱分極性筋弛緩薬の効果残

存程度をtrainoffburratio（以下ＴＯＦＲと略す）

で評価5,6)しつつ，少量のsuccinylcholinechloride

(以下ＳＣＣと略す）を投与し，その呼吸および

thumbtwitchresponseに及ぼす影響について検

討したので報告する．

*Hiroshilwasaki
対象と方法
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